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Sexualdifferentiationofthehumanbrainoccursatthefetusstage・Itseemslikelythatthebehaviorandthinking

patternsofmenorwomenarelinkedtosexualdifferentiationofthebrain.Ithasbeenproposedthatmenand

womendifferintheirthinkingpatterns.Toclarifythisissue,weattemptedtoanalyzethethinkingpatternsof

studentsattendingTeikyoJuniorCollege(297women)andW-University(17menand10women).According

tomentaltestscores,about45%ofstudentsatTeikyoJuniorCollegeshowedthefemalethinkingpattern,about25%

showedthemalepatternandtheothersshowedanoverlappingpattern.Ahighpercentageofthefemalepattern

wasalsoobservedamongfemalestudentsinW-University.Incontrast,about70%ofmalestudentsatW-University

showedthemalethinkingpattern,andonly12%showedthefemalepattern.Thus,itisconcludedthatthinking

patternsdifferbetweenfemaleandmalestudents.

はじめに

2，世紀、生命科学は脳と環境の時代といわれる。人

類が現在のような高度な文明を築き上げたのは体重の

割に大きな脳をもつことによるものであり、また脳死

が人の死と認められた以上、個人とは脳そのものを指

すといわざるを得ない。人類は20世紀末にヒトケノム

の解読を終え、DNAレベルではヒトとチンパンジー

の差はたった1.4％しか違わないことが明らかにされ

た'-4)。ヒトの遺伝子の数もこれまで約'0万個と考え

られてきたが、最近の研究によれば3万から5万個で

あるといわれている5-8)。大腸菌の遺伝子の数が4,300

個であることから9)、遺伝子の数だけでみれば人類と

いえども大腸菌の僅か10倍に過ぎないことになる。つ

まり遺伝子的には、ヒトは大腸菌と比較してせいぜい

10倍の能力しか持ち合わせていないことになってしま

う。これでは、高度な文明社会を築き上げた人類を他

の生きものと比較して、その明確な違いを説明するこ

とはできない。やはり私達人間を知るには脳を知るこ

とである。

一方､同じヒトであってもその生物学的役割から2種

類に分けることができる。それは肌の色や民族ではな

く、男と女である。たとえ社会的・法律的立場が対等

であっても、繁殖という生物的役割からみれば男と女

が異なるのは歴然である。さらに最近、男性と女性の

意識や行動の違いについても脳の性差によるものであ

ることがわかってきた10-12)。ヒトが男性になるか女性

になるかは、遺伝的に性染色体の組み合わせによって

決定される。基本的にヒトは女性になるようにプログ

ラムされているが、Y染色体上にあるSRY遺伝子が

胎児期に働くと生殖腺が精巣に分化し、さらにそこか

ら出る男性ホルモンの作用で男性器官が形成され

る'3，14)。実はこの時期の男性ホルモンは脳の回路にも

影響を与え'5-'7)、思考パターンが男っぽくなるか、女

っぽくなるかを決定するといわれている。一般的に男

性は空間能力にすぐれ、女性は会話による協調性を大

切にするといわれる'0-'2)。いわゆる男脳・女脳である。

しかし、本当に男は男っぽく、女は女っぽい思考パタ

ーンをするのだろうか？実際に確かめてみる必要が

ある。

また、最近はダイオキシンや環境ホルモンなど生き

ものの繁殖そのものを脅かす化学物質が私達の生活に

広がりつつある'8-20》・キレやすい性格や凶暴な犯罪が

10代の若者にみられるのは、これら化学物質が脳の機
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能化に影響を及ぼしている可能性がある。以上の理由

により、私達は在学中の短大生の思考パターンについ

て男度・女度を調べる男脳・女脳テストによる調査を

おこなうことにした。

調査方法

男脳・女脳テストはビーズ夫妻著の「話を聞かない

男､地図が読めない女｣(藤井留美訳U2)に掲載されてい

る判定テストによっておこなった。調査は平成12年度

帝京短期大学に在籍中の1年生(203人中)168人と2

年生（149人中）129人を対象とした。また、帝京短大

はすべて女子学生であることから､対照群としてW大

学商学部の学生27人（男子学生17人、女子学生10人）

についても調査をおこなった。各学年の内訳は1年9

人（男子学生6人、女子学生3人)、2年13人(男子学

生8人、女子学生5人)、3年3人(男子学生2人、女

子学生1人)、4年以上2人(男子学生1人、女子学生

1人）で、調査対象の8割以上は1，2年生である。

判定は150点未満を男脳(<150)、180点以上を女脳

(≧180）とし、150点から180点までを中間型（オーバ

ーラップ）とした(Fig.l)。

有意差検定のための統計処理はz"検定21)によって
おこなった。

Table1.帝京短期大学生･の男脳・女脳テストの結果

学年専攻クラス回答数(学生数）男脳中間型女脳

またはコース（人）（人）（人）（人）

1年生活科学専攻EK教職）

E2(養瞳）
E3

E4

食物コースA1

栄焚士コースG1

G2

２
記
訂
印
Ⅷ
如
蛇

個
唖
“
煙
他
い
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８
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<合計)168(203)454875

2年生活科学専攻E

生活憎報コースA

国際コースC

栄饗士コースG1

G2

26（35）

25（28）

7（7）

32（37）

39（42）

、
９
１
７
洲

５
８
５
洲
５

１
８
１
脚
銅

１

(合計）129<149）383457

合帝京短期大学の学生はすべて女性

最高点：“0点（食物コース、1年）

最低点：60点（生活科学専攻および栄妥士コース、2年）

結果

帝京短期大学1年と2年の男脳・女脳テストの調査

結果をTable1にまとめた。テストの回答は全学生の

うち1年では83％、2年では87％の学生から得られ、

調査結果が在学中の学生の現状を示していると判断で

きる。最高得点は食物コースの1年の440点で､最低点

は生活科学専攻および栄養士コースの60点であった。

各クラスごとの男脳・中間型・女脳の割合は円グラフ

によって分析した(Fig.2と3)o1年生の男脳・中間

型･女脳の割合の平均（±標準誤差）はそれぞれ24±

5％、31±4％、45±1％であり、生活科学専攻、食

物コース、栄養士コースなど所属の違いによる統計的

に有意な差は認められなかった(P>0.1)(Fig.2)。

同様な結果は2年生においてもみられた(Fig.3)o1
年El(Fig.2a)や2年C(Fig.3c)の場合、円グラフ
の結果が他のクラスと異なるようにみえるが、これは

調査した学生数が少ないことによるもので、統計的に

有意な差は認められなかった(P>0.1)。これらの結

果から本学の（女子）学生のうち約45％が女脳をもつ

ことが示された。
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Fig.l.男脳・女脳テスト
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Fig.3.帝京短期大学2学年の男脳・中間型・女脳の割合

Fig.2.帝京短期大学1学年の男脳・中間型・女脳の割合
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次に､男子学生のいない本学との比較のためにw大

学商学部学生の男脳・女脳テストの調査結果を示した

(Table2)。男子学生の場合、男脳･中間型･女脳の割

合はそれぞれ70％、18％、12％であった(Fig.4a)。こ
れを女子学生から得られた男脳(40％）・中間型（な

し)・女脳(60％)の結果(Fig.4b)と比較したところ統

計的に有意な差が認められた(P<0.05)。一方、W大

学の女子学生と本学の学生との男脳・中間型・女脳の

割合に有意な差はなかった。このことから男子学生と

女子学生では思考パターンに明らかに違いがあること

が強く示唆された。

XXとXYの2通りであるが、SRY遺伝子は受精後

4－5週目頃に働き、これにより精巣ができ男性にな

る。一方、これがないと卵巣ができて女'性になるので

ある。男性の場合、精巣から男′性ホルモン（主にテス

トステロン）が分泌され男'性器ができあがるが、頭で

考える性、男脳も胎児の時の男性ホルモンが大きく影

瀞していると考えられている。つまり性器ばかりでな

く思考や行動が胎児期につくられる脳の配線とホルモ

ンの働きによって決められている。脳に‘性差があると

いうことは思考パターンに限らず、例えば女性に排卵

があるように、女性の脳は周期性をもっているのに対

して、男性では胎児期(受精後12-16週目）に男性ホル

モンが脳に働くことで脳の周期'性がなくなることから

も明らかである。実際ヒトの脳の構造的性差は存在す

る'5-17)。例えば、ヒトの脳は左半球と右半球にわかれ

ていて互いに脳梁とよばれる神経繊維の束でつながっ

ているが、女性のほうが脳梁が太いことが知られてい

る'6)。脳梁が太いと左右半球の脳の接続がよくなると

考えられ、一般的に男脳度が高いと論理的で分析に優

れ、凡帳面でものごとを整然と処理するタイプになる

といわれるのに対して、女脳度が高いと創造性、芸術

性が豊かな反面、直感や感覚でものごとを判断するタ

イプになる'2'22)といわれるのは、それが左右半球の連

絡のし易さにあると推測されているからである。

ところで、男性の10-20%は女っぽい脳をもってい

て、女性の約10％は男っぽい脳の持ち主であるといわ

れる'2)。W大学の男子学生の調査では女脳の持ち主

は12％であり、特に問題があるとはいえない。一方、

W大学の女子学生も含めて本学の学生は男っぽい脳

をもつ割合（約25％）が高かった。女'性の高学歴化や

社会進出に伴い、これまで男‘性の特徴とされてきた見

栄や競争心を狸得することが現代社会への適応として

働いているのかもしれない。あるいは環境ホルモンや

喫煙習'慣などが女'性の脳機能になんらかの影響を与え

ている可能'性もあり、この場合将来が懸念される。

要約

胎児期に形成される脳の性差がヒトの行動や思考パ

ターンに影響を与えているらしい。私達はヒトの考え

方に男女の違いがあるのか確しかめるため、帝京短期

大学に在籍する学生（女子）の思考パターンを分析し

た。調査の結果､約45％の学生が女'性っぽい考え方(女

脳）を持っていて、男'性的考え方（男脳）を示したも

のは約25％で、残りは中間型であった。この割合は学

年や学科の専攻やコースで統計的に有意な違いはみら

れなかった。一方､対照として調査したW大学の男子

砲bIe2．W大学商学部学生の男脳・女脳テストの結果
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(人）
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農
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Fig.4.W大学商学部学生の男脳・中間型・女脳の割合

考察

最近は女らしさ男らしさという言葉を口にするだけ

でセクシャルハラースメント（セクハラ）のレッテル

が貼られる時代である。しかし多くの心理学者や脳生

理学者は人の行動に明らかに男女差があることを指摘

している'0-12'22)。例えば、女'性は言語能力に優れてい

るのに対して、男性は視覚的空間認知能力に優れてい

るとか、男'性の方が攻撃的であるといった点である。

今回の調査結果から思考パターンが女脳と判断された

ものが本学学生のおよそ45％を占めた。このことは講

義中の学生のおしゃべりと関連しているのかもしれな

い。また、W大学商学部学生における調査結果からは

明らかに男子学生と女子学生では思考パターンの違い

があることが確かめられた。

ヒトの男女を決定するのはY染色体上にあるSRY

遺伝子である'3'M)。受精卵の'性染色体の組み合わせは
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学生では、70%が男脳の持ち主で、女脳はわずか12%

に過ぎなかった。結論として、男子学生と女子学生で

は、思考パターンが異なるといえる。また、女子学生

において、男性的思考をもつものがやや多い傾向がみ

られたが、現代社会における女性の高学歴化や社会進

出と関連している可能性がある。
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